































































フランス語の単純未来形の用法研究はマングノー (D. Maingueneau) やトゥラ













(1) Le vol 365 vous fera arriver à Tokyo à 13 heures 15 à Narita. (365便は 13 時
15 分に成田に到着します )  [ 予定・予告：以下 [ ] 内は用法を示す ]
(2)  Petit Ours Brun tourne autour de la galette et il répète : --Moi, je serai le roi…! 
( 茶色の小熊ちゃんは、ガレットのまわりをぐるりと回って、繰り返して
言うのでした。「僕が王様だよ。」) [ 確信 ]
(3)  Rira bien qui rira le dernier. (最後に笑う者が一番よく笑う。)  [格言的未来 ]
(B) モダール的用法
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(1)  Ne t’inquiète pas ; je ne le dirai à personne. ( 心配するな。誰にも言わない
から。)  [ 決断・約束 ]
(2)  Le Bouillon, c’est notre surveillant, et un jour je vous raconterai pourquoi on 
l’appelle comme ça. ( ブイヨンは、僕たちの当直の名前なんだ。どうしてそ
んなあだながついたか、いつかお話ししてあげましょう。)  [ 願望・意志・
意図 ]











『パリ・コミューン』( 原題は、La Proclamation de la Commune) の著者のルフェー
ヴル (H. Lefebvre) は 1901 年に生まれたフランスの社会学者・思想家で、1991 年
に死去している。熱烈なマルクス主義者であったが、研究領域は多岐にわたり、
都市論の先駆けとしての『都市革命』(La Révolution urbaine, 1970, Gallimard) や『空
間の生産』(La Production de l'espace, 1974, Anthropos) などの興味深い研究書があ
る他に、地理的な問題を多角的に分析した著作も数多く発表している。代表的な
著書は前述したもの以外に、『マルクス主義』(Le Marxisme, 1948, «Que sais-je?»)、
『構造主義を超えて』(Au-delà du structuralisme, 1971, Anthropos) などがある。
『パリ・コミューン』は 1965 年にガリマール社から出版されたテクストである
























ことは不可能である。7 部構成のこの歴史書において、第 1 部、第 2 部、第 3 部
は学術的な考察箇所が多く、さらに、第 7 部の第 3 章と 4 章はこのテクストの結
論が示されている箇所であるため、歴史的未来叙述がなされている単純未来形の
詳しい分析を行うのに最適な部分ではない。ここではパリ・コミューンという歴
史的な出来事が時間軸に沿って綿密に検討されている第 4 部、第 5 部、第 6 部、










(a)  Les péripéties de la guerre franco-allemande et du siège de Paris, nous les 
laisserons de côté. ( 普仏戦争とパリ包囲の展開は脇に置いておこう。) 
[p.171：第 4 部 ]
(b)  Nous dirons que seul M. Thiers avait ce qu’on appelle en langage moderne 
une tactique et une stratégie. ( われわれは、ティエール氏だけが現代の言葉
で言うところの戦術や戦略というものを持っていたと述べ得るだろう。) 










(c)  Les tentatives lyonnaises, en fin septembre 1870, montrent bien le péril de la 
situation et ses contradictions internes. Toutefois, ces contradictions ne pousseront 
pas loin leur oeuvre en province. Les ligues, les mouvements séparatistes, les 
émeutes républicaines, comme en mars les tentatives communalistes, seront 






は権力によって簡単に打ち破られるであろう。)  [p.174、第 4 部 ]
(d)  Quant au général Lecomte, il doit (….) gravir la Butte Montmartre par la rue 
du Mont-Cenis. En réserve, boulevard Rochechouart, il conservera, selon l’ordre 
de marche, le 18e bataillon de chasseurs à pied, une batterie d’artillerie, le 3e 




88 歩兵部隊第 3 大隊を温存するであろう。)  [p.237、第 5 部 ]
歴史的現在が使われた後に、単純未来形が連続的に使われている歴史的未来で
あるこの二つの典型的な例文の中では、過去のある時点における可能性の提示が
行われていると述べ得るだろう。もちろん、(c) や (d) が過去形や現在形を使って








(e)  On ne l’écoute pas. N’a-t-on pas déjà décidé cette mesure politique imprudente, 
prématurée, mais indispensable le premier jour de la liberté : la levée de l’état 
de siège? On rédige et on signe l’affiche qui (troisième de la journée) annonce 
la date et les modalités des élections au conseil communal. Elles auront lieu le 




コミューンの議会選挙の日とその様式を告知する  (その日の三番目の ) ビ
ラが起草され、署名される。選挙は三月二十二日水曜日に、区ごとに連記
投票によって行われるであろう。)  [p.292、第 6 部 ]
歴史的現在や歴史的未来を用いて書かれたテクストにも、もちろん、(e) のよ
うに過去形も登場する。ここでは複合過去 (passé composé) しか現れてはいない





4 部、第 5 部、第 6 部、第 7 部の第 1 章と 2 章では、こうした過去における未来
の可能性へと開かれている出来事が問題となっており、そのために単純未来形が
多数用いられていると考えられる。この開かれた未来はフッサール (E. Husserl : 




るが、近接未来 (future proche) が用いられる場合もある。歴史的未来の明確な考
察行うために前者が使われる場合と後者が使われる場合の差異についても考察す
る必要がある。次の例文をまず読んでもらいたい。
(f)  Il (=Paris) aspire à la fête. C’est un frémissement qui parcourt la ville. Bientôt, 
devant les barricades qui entourent l’hôtel de ville, autour des 20000 fédérés 
qui campent avec leurs canons et leurs mitrailleuses sur la place, parmi les 


















バンヴェニスト (E. Benveniste : 1902-1976) はフランス語の動詞の時制はそれぞ
れの動詞ごとに相補的で異なった二つの体系に区分されており、その一つが「言
































の中でこそ、かつてあったもの [das Gewesene] はこの今 [das Jetzt] と閃光のごと
く一瞬に出会い、一つの状況を作り上げるのである。言い換えれば、形象は静止
状態の弁証法である。何故ならば、現在が過去に持つ関係は、純粋に時間的・連












この静止した思考が星座 (Konstellation) であり、弁証法によってアウフヘーベン 





としても作動している点である。アドルノ (T. Adorno：1903-1969) は『否定弁証法』
の中で、一般的な弁証法においてはアウフヘーベンするために否定項として持ち














また、こうした考えはヴァルデンフェルス (B. Waldenfels) がメルロ＝ポンティ 















































である」(15) と述べ、過去のテクストとの対話の可能性を指摘したバフチン (M. 
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1969、晶文社、野村修他訳、p.125。
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